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資料３



適応取組方針の目的・取組期間・位置づけ
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策定時期：2019年（平成31年）３月

目的：
気候変動の影響による将来の被害を可能な限り軽減し環境・経済・
社会の持続的向上を図る

取組期間：
（今世紀末までの長期的展望を意識しつつ）
2019（平成31）年度から2030（令和12）年度までの施策の基
本的な方向性

位置づけ：
気候変動適応法に規定する「地域気候変動適応計画」として位置づ
ける



適応取組方針の分野・項目等の考え方
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R２年度までの適応策の取組状況

01
適応の普及啓発
　・ふじのくに地球環境史ミュージアム展示
　・ワークショップの開催　　

0２ 農業分野における気候変動への取組
　・気候変動に対応した温州みかんの新品種

0３
自然災害と沿岸部への取組
　・水災害対策プロジェクト
　・静岡県防災アプリ
　・静岡県地震防災センター風水害展示

0４ 熱中症への取組
　・静岡県建設政策課と大塚製薬によるコラボ事例
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　　01ふじのくに地球環境史ミュージアム展示

Ø ふじのくに地球環境史ミュージアムに適応の体験型展示を常設展として設置
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全国初



01ワークショップの開催①

・「ふじのくに気候変動適応アクションカ
ード」作成

・昨年度実施した「市民WSによる情報収
集」により収集した240件の情報のうち
、50件を選択

・つぶやきカード→気候変動の影響

　アクションカード→適応策

・つぶやきカードに対応するアクションカ
ードを探すゲーム
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01ワークショップの開催②

講義

静岡県の気候変動の現状や将来の予測とそれ
に対する適応について説明

ゲームの実施

カードゲームを使って、気候変動の影響に対
する適応について遊びながら学ぶ

ワーク

カードゲームのつぶやきカードを使い、カー
ドに対する適応策について自ら考えるオリジ
ナルカードの作成

学生対象・・・中学、高校、大学各1ヶ所ずつ実施
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02農業分野における気候変動への取組

温州みかんへの気候変動の影響
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02気候変動に対応した温州みかん
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03自然災害と沿岸域への取組

影響

適応策
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・流域の関係機関や地域住民が一体となって、河川整備や貯留施設・排水施設の強
化などハード対策とサイポスレーダーを活用した水防災情報の細やかな情報発信などソフ
ト対策を組み合わせた総合的な治水対策を推進
・農地防災ダムの適正な維持、修繕、管理により下流域の洪水を軽減



03水災害対策プロジェクト
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03静岡県防災アプリ①

平成最悪の豪雨災害「平成30年７月豪雨」

情報が届かない

地域の災害リスクが認識されていない

届いた情報に基づいた
執るべき行動が分らない
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スマートフォン
世帯保有率の推移
2017年　75.1％
2018年　79.2％
2019年　83.4％
（総務省　通信利用動向調査）

個人保有率
2019年　67.6％
（総務省　通信利用動向調査）

情報通信機器の世帯保有率の推移
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スマートフォン向け

無料アプリ

令和元年６月配信

防災情報の伝達

地域のリスクの
理解促進等

施 策
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03静岡県防災アプリ②
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気象・避難・災害
緊急防災情報

プッシュ通知で
防災情報が届く！

◯地域のハザードマップ
◯避難場所・避難所の位置
◯避難経路
◯発表・発令情報の知識　等

適切な行動を執るため
情報収集と行動

災害対策本部並み
情報収集能力

河川のライブ映像 高解像度降水
ナウキャスト

現在地に加えて地域設定も可能
ご自宅、通学・通勤先など
気になる地域の情報を！

ライフライン等関係機関
40組織以上の情報を集約

各種ハザードマップ
一元的に確認可能

土砂災害 津波 洪水

その他：地震・火山・液状化も搭載

避難場所・避難所も
手軽に簡単検索

避難トレーニング
機能搭載

避難先をセットして経路を検索
避難に掛かった時間を計測

確認テスト機能あり

全国の避難所・避難場所を地図
+一覧リスト化

浸水の様子を
拡張現実で体験

学習コンテンツ
AR危険度体験

＆

地域の防災訓練でも活用されています 13



03静岡県地震防災センター風水害展示

ü平成元年の開館以来、県民への防災啓発の拠点施設として利用されていたが設備が
　老朽化してきた

ü近年、気候変動が原因とみられる風水害が全国的に発生しており、災害が多様化・激
甚化している

リニューアルの背景

あらゆる災害を見据え、防災力の啓発・創造・発信拠点となることを目指す
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04熱中症への取組（建設政策課&大塚製薬）①
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【全国】死傷者数753人（内46人死亡）

厚生労働省：2019年職場における熱中症による死傷災害の発生状況（2020年１月15日時点速報値）
　　　　　　　　　　　 ※休業４日以上のデータ

建設産業における熱中症データ



熱中症への取組（建設政策課&大塚製薬）②
各地域建設業協会を中心に

リーフレット・ポスターなどを配布
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静岡県と大塚製薬株式会社との包括連携協定
＜H28年７月＞

令和元年：外部指導員や部活動指導員へ
　　　　　熱中症対策セミナーを実施
　　　　　（県教育委員会、体育協会）
　　　
　　　　　健康経営実践セミナーを実施
　　　　　（健康福祉部）

令和２年：熱中症対策啓発ポスターの作成
　　　　　（健康福祉部）

令和２年７月：建設産業における熱中症対策



適応策の進捗管理
ü 静岡県における地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進する地球温暖化対策推進

本部のもとに設置された適応策推進部会により適応策を推進し進捗管理する

組織図

部会長：くらし・環境部　環境局長

部会員：27名 総合政策課長 危機政策課長 くらし・環境部
企画政策課長

環境政策課長

自然保護課長 水利用課長 環境衛生科学研究
所環境科学部長

スポーツ文化観部
光企画政策課長

健康福祉政策課長

疾病対策課長 健康増進課長 産業政策課長 商工振興課長 農業戦略課長

お茶振興課長 農芸振興課長 畜産振興課長 農地計画課長 森林計画課長

水産振興課長 建設政策課長 建設技術企画課長 道路企画課長 河川企画課長

港湾企画課長 都市計画課長 水道企画課長
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令和2年度気候変動適応全国大会
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環境省主催
全国の都道府県・政令指定都市をはじめとする各地域の広域協議会の構成員が情報交換
等を行う場として、令和２年度から「気候変動適応全国大会」を実施 
　（先進的適応取組が行われている地域で開催）

第1回開催地（ホスト県）として静岡県が選定され、本県の
取組事例を紹介することになりました！！

＜令和３年3月18日～19日＞

発　表　内　容

気候変動に対応！温州みかん新品種S1200

気候変動のお茶への影響

気候変動適応展示　ふじのくに地球環境史ミュージアム

ワークショップの開催～静岡県版カードゲーム作成～

静岡県の気候変動影響と適応取組方針のできるまで

熱中症の取組　〈大塚製薬&建設政策課コラボ〉


